
 
 

日時：平成25年11月6日（水）13時30分～17時 

会場：首都大学東京 南大沢キャンパス   6 号館 101教室 
    東京都八王子市南大沢１－１（京王線 南大沢駅） 
    ※ ＴＶ会議システムにより、日野・荒川キャンパスでも参加できます 
 
 プログラム 
 

13:30 開会挨拶 
 
13:40 趣旨説明（大学教育センター長） 
 
14:00 基調講演 
 「授業時間内外での能動的学習をいかに支援するか 」 
            －能動的・主体的な学習を作り出すための理論と実践 － 

講師：杉原 真晃 氏（山形大学 基盤教育院 准教授） 
 

「ティーチングからラーニングへ」という大学教育の転換が求められる中、大学ではどのような実
践がなされているのか。山形大学などの先進的取組みの中から、理論と実践についてご紹介いただ
きます。  

 
15:20 事例紹介とパネルディスカッション 
 「知識伝達型の授業におけるアクティブ・ラーニング実践」 

 

・本学教員によるアクティブ・ラーニング実践事例紹介 
・杉原氏と本学教員によるディスカッション 

 
16:50 閉会挨拶 
 

【司会】金子 新 (ＦＤ委員会委員・システムデザイン学部准教授） 
 

平成25年度首都大学東京ＦＤセミナー 

主催：首都大学東京ＦＤ委員会 
【問合せ先】 
首都大学東京管理部 教務課教育支援・評価係 
MAIL: fdwww@tmu.ac.jp / TEL: 042-677-1111（内線1036） 

 

参加費無料 

申込不要 

学内外のすべての方が 
ご参加いただけます。 

 

学生のみなさまもぜひご参加ください！ 
 

専門の授業に、どのように能動的学習を取り
入れ、学生の主体性を促すか、セミナーでは
そのヒントを探り、議論を深めます。 


	��授業の理解を深める�

